























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１４）『山口県史 史料編 近世２』（山口県編集発行，２００５年）三 萩藩近世前期主要法
制史料集，２８２毛利綱広条々（郡中制法の事）条々，万治三年（１６６０）九月十四日，
「町人他国出行之時」条，９１３頁。山口県文書館編『山口県史料 近世編 法制下』
（山口県文書館，１９７７年）「御書付其外後規要集２０」文政九戌年（１８２６）四月七日（他
国出行往来手形の事）５６９～５７０頁。
１５）深井甚三『幕藩制陸上交通の研究』（吉川弘文館，１９９４年）３１５～３１８頁，同氏『近
世女性旅と街道交通』（桂書房，１９９５年）１５１頁，同氏『江戸の旅人たち』＜歴史文化
ライブラリー＞（吉川弘文館，１９９７年）１９１～１９５頁，同氏「近世中期以降の女旅・女
抜け参りの旅の展開と具体相─東国を中心に─」（『国史談話会雑誌』３０，１９８９年）。
深井氏は，武蔵国のある村で，組頭で弾左衛門配下の小頭を勤めた旧家の文書（『鈴
木家文書』）などにより，被差別民が参宮などの旅に出た貴重な記録を紹介し，論述
している。
また，深井氏とは別に，文政年間（１８１８～１８２９）に「穢多」身分の参宮禁止にもか
かわらず，赤穂藩内の被差別民の兄弟が抜参宮に参加した貴重な事例の紹介と考察
もある。（松岡秀夫「文政度抜参宮について」《『兵庫史学』５７，１９７１年》）
その他，近世女性の旅などに関しては，長野ひろ子「幕藩法と女性」（女性史総合
研究会編『日本女性史 ３近世』《東京大学出版会，１９８２年》），新城常三『庶民と旅の
歴史』（日本放送出版協会，１９７１年），同氏『新稿社寺参詣の社会経済史的研究』（塙
書房，１９８２年），西垣晴次編『伊那の信仰』（雄山閣，１９８４年），小暮紀久子「近世
における女性の関所通行について─『箱根御関所日記書抜』にみられる通行手形を
中心に─」（近世女性史研究会編『論集近世女性史』《吉川弘文館，１９８６年》），柴桂子
『近世おんな旅日記』＜歴史文化ライブラリー＞（吉川弘文館，１９９７年），同氏『江
戸期の女たちが見た東海道』（桂文庫，２００２年），同氏『近世の女旅日記事典』（東京
堂出版，２００５年），神埼宣武『江戸の旅日記』＜岩波新書＞（岩波書店，２００４年），田
中智彦『聖地を巡る人と道』（岩田書店，２００４年）その他。
桃山学院大学人間科学 No. 41
－１１８－
１６）「討賊始末」（山口県教育会編『吉田松陰全集４』＜普及版＞《岩波書店，１９３８年》
所収，以下同じ）４３２～４３４頁。
（ママ）
１７）前注（１０）掲，横山著には「仇討ち旅行中は， ─ 八幡大明神と書いた一幅を肌
身離さず所持し，遍路姿に，匕首を一本肩から釣って，仇を逐うて六十余州，駆け
まわった。」（１０４頁）とある。そして，画家の松浦松洞に言われて夫を捜しに出かけ
た時も，「着のみ着の侭，匕首一本，肩から釣って，颯々と出掛けて行った。」（１０４
頁）と記した。横山は，このような情報を得ていたのであろう。
１８）詳細は不明だが，「討賊始末」に事件後，幸吉は傷がもとで身体衰弱し，「一両年
ようで
は所詮病床勝ちにて田畠へも得出ず，」（４２３頁）とあり，日ごろ幸吉は田畠を耕作し
ていたようだ。
１９）金森敦子『関所抜け 江戸の女たちの冒険』（晶文社，２００１年）
２０）前注（１５）掲，新城著１３３頁，その他１３４～１５１，１７６～１８４各頁。
２１）前注（１５）掲，深井著（１９９４年）２６８頁。
２２）巡礼もどきの人々が「道の者」一行に紛れ込むことに関しては，下重清「『道の者』
たちの十七世紀─徘徊する人びとの実像にせまる─」（小田原近世史研究会編『交流
の社会史─道・川と地域─』《岩田書院，２００５年》）１４０～１４２頁。
２３）前注（１１）掲，芳野著３５丁。登波自身も，この旅を「十二ヶ年の間野臥の艱難心
苦」（「討賊始末」４５２頁）と表白していた。
２４）「討賊始末」４２７頁。
２５）「討賊始末」４３５頁。例えば，前注（１１）掲『油谷文化史』には「亀松は，その義侠
心から，登波が辞退したにもかかわらずどうしても聞き入れませんでした。」（１２頁）
と，亀松が藩当局に提出した「申上候事」とはまったく逆の心情を吐露した記載が
ある。『油谷文化史』の記載がより真実に近いと推考する。
２６）「平人」の，被差別民に対する複雑な意識構造に関しては，とりあえず前注（６）
掲，師岡論文（２）～（３）頁，前注（６）掲，小林編著１９７～１９８頁。
２７）「討賊始末」４２９頁。
２８）「討賊始末」４４９～４５０頁。被差別民が行刑の下役を務めさせられていたことに関し
さら
ては，塚田孝「処刑と晒しの場・『見苦しく』見せる」（『朝日百科 歴史を読みなお
す近世「行列と見世物」』《朝日新聞社，１９９６年》５４～５５頁）に簡明な解説がある。
２９）松下志朗『近世九州の差別と周縁民衆』（海鳥社，２００４年）７～９，１０４～１１５，
１２２～１３５，１５２～１５４各頁。
３０）小倉藩に関しては，中村正夫，松崎武俊「豊前小倉藩の部落政策─法令を中心と
して─」（『部落解放史 ふくおか』２，１９７５年）がある。
３１）前注（５）掲，平松著２３３～２３８，６４８各頁，阿部善雄『目明し金十郎の生涯 江戸
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－１１９－
時代庶民生活の実像』＜中公新書＞（中央公論社，１９８１年）６～７頁，前注（５）
掲，ダニエル・V・ボツマン著１３５～１３６頁。
３２）「討賊始末」４２３頁。
３３）「討賊始末」４４２頁。
３４）彦山（英彦山）信仰に関しては，前注（１５）掲，新城著９８３～９８５頁。彦山の社会状
況に関しては，田川郷土研究会編集『増補英彦山』（葦書房，１９７８年）１１３～２２０頁も
あるが，龍之進のような流浪する人々の具体相は明らかでない。
た ばと
３５）現江津市の大宝坊は，石見国二宮と呼ばれる多鳩神社（多鳩ノ神社，式内県社）
の別当の一で，真言宗高野派に属す。那賀郡共進会・展覧会協賛会編纂『那賀郡誌』
（臨川書店，１９８６年復刻版，初版は１９１６年）１４３，２５９，２６７，２９４～２９６各頁，大島幾太
郎『那賀郡史』（旧・那賀郡教育会，大島韓太郎発行，１９７０年，１９７６年再発行）
４２，４３２各頁。
ただやす
龍之進存命中の京都中山殿大納言といえば，中山忠能（文化６年《１８０９》～明治
２１年《１８８８》）を指すのであろう。この中山家は藤原北家の花山院流。代々大納言に
任ぜられたとある（野島寿三郎編『公卿人名大事典』《中外アソシエーツ株式会
さち
社，１９９４年》５８５～５８６頁）。忠能は，嘉永５年（１８５２）９月，後に明治天皇となる祐
よし こ
宮を産んだ権典侍中山慶子の父（高橋博『近世の朝廷と女官制度』《吉川弘文館，２００９
年》１２，１８，１９各頁）。「森石見」なる人物は，日本史籍協会編『中山忠能日記（原題
正心誠意）１～４』（東京大学出版会，１９７３年覆刻，初版は１９１６年），日本史籍協会編
『中山忠能履歴資料１～１０』（東京大学出版会，１９７３～１９７５年覆刻，初版は１９３２～１９３５
年）にその名は見えない。森秀斎（斉）や中山殿御内大口甲斐守などという人物は
登場するが。さらに，『地下家伝５』（『覆刻日本古典全集』《現代思潮社，１９７８年》）
２７「中山家 諸大夫侍家伝」（１４６９～７０頁），下橋敬長述 羽倉敬尚注『幕末の宮廷』
＜東洋文庫＞《平凡社，１９７９年》３０５，３５７各頁）も調査したが，森石見の名は登場し
ない。後考に俟つ。
久留米領三瀦郡福光大庄屋内田市太郎に関しては，ご当地の研究者の間ではよく
知られた人物かも知れない。久留米市史編さん委員会編集『久留米市史２』（１９８２年）
所収「文化年間以降の組名・大庄屋」（５４３頁）には大庄屋内田の名が見える。ご多
分に漏れず，久留米でも当時，大庄屋の窮乏が深刻化し，借銀の返済，やりくりに
苦慮していたようだ。
３６）「討賊始末」４１９頁。
３７）事件直後の取調べの際の利右衛門たちの「口書」（文政４巳年《１８２１》１１月１１日）
に関しては，「浪人枯木龍之進於瀧部村宮番甚兵衛其外切害ニ関スル取調控」（現下
関市立長府図書館所蔵・写本，およびこれを木村一郎が写し（昭和１２年１１月１０日），
桃山学院大学人間科学 No. 41
－１２０－
厨川肇が校訂した（同年１１月１２日）「浪人枯木龍之進於瀧部村宮番甚兵衛其外切害に
関する取調控」（山口県文書館所蔵）を参照した。どちらも書の扉には，「取調控」
を「取調書控」と記す。
附野に関しては，高橋文雄『続・山口県地名考』（山口県地名研究所，１９７９年）１７１
頁，『山口県の地名』＜日本歴史地名大系３６＞（平凡社，１９８０年）５３９頁，狗留孫山に
関しても，同書２５８～２５９，４９５，５１６～５１７，５３２各頁。
３８）庄屋と幸吉の「閉戸」に関しては，『常御仕置帳頭書』文政４年（１８２１）１１月，お
よび同５年２月の各条に見える。この事実は本文所引布引著の巻末所収「長州藩部
落史年表」（３１２頁）に教えられた。近世，幕府の刑罰組織のなかで士族に対して科
せられた監禁罪の一つに「閉門」（５０日・１００日）があり，庶民には「閉戸」（しめど・
戸〆，２０日・３０日・１００日）があった。「閉戸」は「門戸を鎖し営業を停止する」刑と
される。（前注《２》掲『日本近世行刑史稿 上』８～９頁）
３９）「討賊始末」４６０頁。
４０）松陰は，登波の敵討ちを絶賛し，人間平等観に立脚した「賤民」観を唱えたが，
この松陰を，部落解放運動の先駆者と言い切った森田惣七『吉田松陰の人間観』（文
芸社，２００１年，１０６頁）も，ことの当否はともかく，ここに挙げておく。
４１）新渡戸稲造著 山本博文訳・解説『現代語訳 武士道』＜ちくま新書＞（筑摩書
房，２０１０年）１４０頁その他。
４２）百姓・町人が敵討ち後に武士身分になったという事例も，文献資料は乏しい。筆
者の知見の範囲だが，天明３年（１７８３）下総国相馬郡早尾村百姓庄蔵の子富吉が牛
込の行元寺で父の仇を討ち，その後，旗本の家来（禄百石）に取り立てられた例が
ある。（平出鏗二郎『敵討』《文昌閣，１９０９年》９１～９７頁，氏家幹人『かたき討ち 復
讐の作法』＜中公新書＞《中央公論新社，２００７年》２２４～２２６頁）
［追記］前稿において，次の四か所に誤りがあったので，この場を借りてお詫びし，
訂正させていただく。１７７頁上から５行目の「近松」を「富吉」に，１８１頁下から１
行目の「諸国」を「領国」に，２１０頁上から６行目の「９日」を「８日」に，それぞ
れ改め，２１２頁上から１３行目の「獄」と「被」の間に「中に仮埋に」の５文字を挿入
する。以上である。
幕末における被差別民の敵討ち（２）
－１２１－
